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64人が社会人の一歩を踏み出す64人が社会人の一歩を踏み出す
　平成28年成人式が１月４日、伊江村農村環境改善センターホールで開催されました。
　今年の新成人は伊江中63期生64人で、うち50人が出席し、社会人の仲間入りを果たしました。
あいにくの雨にも関わらず、真新しいスーツや艶やかな振り袖に身を包んだ新成人は晴れやか
な表情で式に臨み、「タッちゅん」も駆け付け、新成人の門出を祝いました。
　新成人を代表して島袋峻也さんは「志を高く持ち、立派な社会人となるよう、この日の気持
ちを忘れず頑張っていきます」とあいさつしました。

　平成28年成人式が１月４日、伊江村農村環境改善センターホールで開催されました。
　今年の新成人は伊江中63期生64人で、うち50人が出席し、社会人の仲間入りを果たしました。
あいにくの雨にも関わらず、真新しいスーツや艶やかな振り袖に身を包んだ新成人は晴れやか
な表情で式に臨み、「タッちゅん」も駆け付け、新成人の門出を祝いました。
　新成人を代表して島袋峻也さんは「志を高く持ち、立派な社会人となるよう、この日の気持
ちを忘れず頑張っていきます」とあいさつしました。

村の世帯数と人口の比較 （12月31日現在）
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
清
々
し
い
新
春
を
ご
家
族
で
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
村
政
に
格
別
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、
改
め
て
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　明
け
た
新
年
（
申
年
）
の
元
旦
に
は
、
島
の
守
り
神
「
城
山
御
嶽
」（
グ
ス
ィ
ク
ウ
タ
キ
）
に
お
い

て
船
舶
の
航
海
安
全
を
願
う
船
魂
祈
願
と
今
年
一
年
の
村
民
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
そ
し
て
豊
年
満

作
、
並
び
に
本
村
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
内
外
を
問
わ
ず
例
年
に
増
し
て
激
動
あ
る
い
は
過
度
期
の
年
で

は
な
か
っ
た
か
と
強
く
感
じ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　安
全
保
障
法
制
の
成
立
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
の
与
党
合
意
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
施
行
な
ど
、
将
来
に
わ
た
る
政
治
的
課
題
や
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
「
安
心
・
安
全
」

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
々
が
次
々
と
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

と
し
て
安
心
安
全
の
「
安
」
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
正
に
こ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　第
三
次
安
倍
改
造
内
閣
は
、
国
内
経
済
の
回
復
基
調
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
Ⅱ
と
し
て
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
新
た
な
三
本
の
矢
を
発
表

し
ま
し
た
。
中
国
経
済
の
減
速
、
中
東
情
勢
の
不
安
定
化
、
米
国
の
利
上
げ
等
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、各
施
策
が
実
効
的
に
推
進
さ
れ
「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
社
会
」の
実
現
に
向
け
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　県
内
で
は
、
引
き
続
き
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
問
題
を
中
心
に
基
地
問
題
に
翻
弄
さ
れ
た

年
で
あ
り
、
知
事
の
埋
め
立
て
承
認
取
り
消
し
に
伴
い
、
国
・
県
の
対
立
は
深
ま
り
法
廷
闘
争
に

持
ち
込
ま
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、
県
経
済
は
、
観
光
業
を
中
心
に
建
設
業
も
堅
調
に
推
移
し
、
引
き
続
き
拡
大
傾
向
で
好
況

に
今
年
も
そ
の
流
れ
が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
翁
長
知
事
が
行
政
視
察
で
本
村
を
訪
れ
て
頂
き
、
伊
江
・
本
部
架
橋
の
調
査
研

究
、
伊
江
港
湾
内
の
う
ね
り
対
策
、
本
部
港
の
立
体
駐
車
場
整
備
な
ど
七
項
目
に
つ
い
て
意
見
交
換

で
き
た
こ
と
は
村
の
喫
緊
の
課
題
が
解
決
に
向
け
大
き
く
前
進
す
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
多
忙
を
極
め
る
中
で
の
ご
来
村
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　終
戦
七
〇
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
伊
江
村
民
収
容
の
地
、
慶
良
間
諸
島
の
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味

村
を
訪
れ
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
非
戦
の
誓
い
と
明
る
く
元
気
で
平
和
な
村
づ
く
り
に
向

け
た
決
意
を
新
た
に
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
に
は
こ
れ

ま
で
同
様
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
村
で
は
伊
江
小
学
校
・
幼
稚
園
の
改
築
、
製
氷
施
設
整
備
、
多
目
的

屋
内
運
動
場
な
ど
の
大
型
工
事
を
は
じ
め
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農
地
防
風
林
な
ど
の
農
業
基
盤

整
備
事
業
や
、
一
括
交
付
金
で
は
農
漁
業
、
畜
産
、
観
光
、
医
療
福
祉
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災

な
ど
の
各
分
野
で
本
村
の
実
情
に
即
し
た
必
要
な
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業

の
振
興
、
医
療
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化
の
振
興
を
図
り
、
快
適
で
安
心
・
安
全
な
居
住
環
境
の
形

成
を
更
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　さ
ら
に
は
、
平
成
十
六
年
度
に
始
ま
っ
た
国
営
土
地
改
良
事
業
（
地
下
ダ
ム
事
業
）
も
順
調
に
整

備
が
進
み
今
年
中
に
工
事
完
工
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
村
の
農
業
生
産
額
も
四
〇
億
円
を
突
破
し
、

地
下
ダ
ム
を
利
用
し
た
水
の
あ
る
農
業
へ
画
期
的
に
展
開
、
更
に
生
産
額
や
新
規
作
物
等
が
増
す
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
完
工
後
の
水
利
用
と
効
率
的
な
運
用
を
担
う
管
理
主
体
の
土
地
改
良
区
の
設

立
に
向
け
、
農
家
皆
様
の
設
立
同
意
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
六
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
に
参
加
す
る
シ
マ
ン
チ
ュ

を
ふ
る
さ
と
伊
江
島
に
ご
案
内
し
、
心
に
残
る
大
会
に
な
る
よ
う
村
民
皆
様
で
ウ
テ
ゥ
イ
ム
チ
（
お

も
て
な
し
）
の
心
で
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
国
で
は
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
へ
の
機
運
が
高
ま
り
を
見
せ
、
本
村
に
お
い
て
も

人
口
減
少
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
勘
案
し
つ
つ
、
県
の
計
画
や
村
内
の
課

題
、
各
種
団
体
の
意
見
等
を
把
握
し
「
伊
江
村
第
四
次
総
合
計
画
」
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
伊
江
村

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め
、
村
独
自
で
持
続
的
、
積
極
的
な
人
口
増
加
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
の
活
躍
は
、
国
頭
郡
陸
上
競
技
大
会
十
連
覇
の
快
挙
を
は
じ
め
、
三
学
校

児
童
生
徒
の
県
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
活
躍
、
各
書
道
展
で
の
特
選
入
賞
、
合
唱
で

の
好
成
績
な
ど
学
習
・
文
化
面
で
の
活
躍
は
多
く
の
方
々
か
ら
称
賛
と
評
価
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　ま
た
、
昨
年
は
特
産
の
島
ら
っ
き
ょ
う
を
活
用
し
た
「
い
え
ぎ
ょ
う
ざ
」
の
共
同
商
品
開
発
や
、

伊
江
島
産
小
麦
を
使
用
し
た
菓
子
類
の
販
売
な
ど
、
生
産
、
加
工
、
販
売
の
六
次
産
業
化
の
確
立
が

図
ら
れ
、
新
た
な
特
産
品
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
我
が
伊
江
村
が
元
気
な
活
気
あ
る
村
と
し
て
県
内
外
か
ら
評
価
も
高
く

大
変
喜
ん
で
い
る
次
第
で
す
。
今
年
も
こ
の
勢
い
を
持
続
・
発
展
さ
せ
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
村
民

一
丸
と
な
り
健
康
で
明
る
く「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
」づ
く
り

に
申
年
に
ち
な
み
、
よ
り
良
き
も
の
を
求
め
る
変
革
の
精
神
で
と
も
に
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　結
び
に
、
健
康
が
す
べ
て
の
源
泉
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
健
康
こ
そ
が
村
の
躍
進
の
原
動
力
で
あ

り
、
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　村
民
皆
様
の
、
健
康
祈
願
と
伊
江
村
の
限
り
な
い
繁
栄
と
発
展
を
皆
様
と
と
も
に
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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意
を
新
た
に
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
に
は
こ
れ

ま
で
同
様
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
村
で
は
伊
江
小
学
校
・
幼
稚
園
の
改
築
、
製
氷
施
設
整
備
、
多
目
的

屋
内
運
動
場
な
ど
の
大
型
工
事
を
は
じ
め
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
農
地
防
風
林
な
ど
の
農
業
基
盤

整
備
事
業
や
、
一
括
交
付
金
で
は
農
漁
業
、
畜
産
、
観
光
、
医
療
福
祉
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災

な
ど
の
各
分
野
で
本
村
の
実
情
に
即
し
た
必
要
な
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業

の
振
興
、
医
療
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化
の
振
興
を
図
り
、
快
適
で
安
心
・
安
全
な
居
住
環
境
の
形

成
を
更
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　さ
ら
に
は
、
平
成
十
六
年
度
に
始
ま
っ
た
国
営
土
地
改
良
事
業
（
地
下
ダ
ム
事
業
）
も
順
調
に
整

備
が
進
み
今
年
中
に
工
事
完
工
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
村
の
農
業
生
産
額
も
四
〇
億
円
を
突
破
し
、

地
下
ダ
ム
を
利
用
し
た
水
の
あ
る
農
業
へ
画
期
的
に
展
開
、
更
に
生
産
額
や
新
規
作
物
等
が
増
す
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
完
工
後
の
水
利
用
と
効
率
的
な
運
用
を
担
う
管
理
主
体
の
土
地
改
良
区
の
設

立
に
向
け
、
農
家
皆
様
の
設
立
同
意
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
六
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
に
参
加
す
る
シ
マ
ン
チ
ュ

を
ふ
る
さ
と
伊
江
島
に
ご
案
内
し
、
心
に
残
る
大
会
に
な
る
よ
う
村
民
皆
様
で
ウ
テ
ゥ
イ
ム
チ
（
お

も
て
な
し
）
の
心
で
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
国
で
は
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
へ
の
機
運
が
高
ま
り
を
見
せ
、
本
村
に
お
い
て
も

人
口
減
少
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
勘
案
し
つ
つ
、
県
の
計
画
や
村
内
の
課

題
、
各
種
団
体
の
意
見
等
を
把
握
し
「
伊
江
村
第
四
次
総
合
計
画
」
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
伊
江
村

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め
、
村
独
自
で
持
続
的
、
積
極
的
な
人
口
増
加
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
の
活
躍
は
、
国
頭
郡
陸
上
競
技
大
会
十
連
覇
の
快
挙
を
は
じ
め
、
三
学
校

児
童
生
徒
の
県
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
活
躍
、
各
書
道
展
で
の
特
選
入
賞
、
合
唱
で

の
好
成
績
な
ど
学
習
・
文
化
面
で
の
活
躍
は
多
く
の
方
々
か
ら
称
賛
と
評
価
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　ま
た
、
昨
年
は
特
産
の
島
ら
っ
き
ょ
う
を
活
用
し
た
「
い
え
ぎ
ょ
う
ざ
」
の
共
同
商
品
開
発
や
、

伊
江
島
産
小
麦
を
使
用
し
た
菓
子
類
の
販
売
な
ど
、
生
産
、
加
工
、
販
売
の
六
次
産
業
化
の
確
立
が

図
ら
れ
、
新
た
な
特
産
品
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
我
が
伊
江
村
が
元
気
な
活
気
あ
る
村
と
し
て
県
内
外
か
ら
評
価
も
高
く

大
変
喜
ん
で
い
る
次
第
で
す
。
今
年
も
こ
の
勢
い
を
持
続
・
発
展
さ
せ
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
村
民

一
丸
と
な
り
健
康
で
明
る
く「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
」づ
く
り

に
申
年
に
ち
な
み
、
よ
り
良
き
も
の
を
求
め
る
変
革
の
精
神
で
と
も
に
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　結
び
に
、
健
康
が
す
べ
て
の
源
泉
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
健
康
こ
そ
が
村
の
躍
進
の
原
動
力
で
あ

り
、
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　村
民
皆
様
の
、
健
康
祈
願
と
伊
江
村
の
限
り
な
い
繁
栄
と
発
展
を
皆
様
と
と
も
に
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　平
成
二
十
八
年
一
月
一
日

伊
江
村
長

　島

　袋

　秀

　幸

　

平
成
二
十
八
年 

年
頭
の
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
八
年 

年
頭
の
あ
い
さ
つ
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●貸与生の資格

●奨学金の貸与額等

①　伊江村に居住（一時的な居住は除く）している者又は　　
　　　本籍を有する者の子。

②　学校教育法に定める高等学校、大学及び大学院又は　　
　　　これに相当すると認められる学校に在学中の者。

③　学業・人物ともに優秀と認められる者。　　　　　　　　　　　　　　
　　　（学業成績の評価が中以上の者）

④　経済的理由により学資の支弁が困難な者。

●申請受付期間及び受付場所

下記の限度額内で、卒業するまでの期間貸与します。

利息は無利息です。

　伊江村人材育成会では、優れた学生及び生徒であって、経済的な理由により高等学
校、大学、専門学校等への就学が困難な者に対し学資の安定的な貸与を行い、就学を奨
励することを目的として、平成28年度奨学金貸与生を募集します。

期間：平成28年2月6日～平成28年3月31日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

●貸与生の決定方法

伊江村人材育成会の理事会で選考し、決定します。　

（※決定通知は５月中旬ごろ予定）

●その他

●申請に必要な書類（各１通）

貸与決定通知後に誓約書、借用証書、保証人の印鑑登録証

明書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

最初の奨学金の交付は、６月中旬を予定しています。

●貸与資格

●準備金の貸与額

①　保護者が伊江村に住所を有していること

②　入学準備金の調達が困難であること　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（所得状況等の審査があります）

③　村県民税・国保税等に滞納がないこと

④　連帯保証人が２人いること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（村内に居住し、申請者と別生計の者で満７０歳以下の者）

●申請受付期間及び受付場所

下記の限度額内で、一括貸与いたします。

※高等学校には、高等専門学校を含みます。

※専修学校は、修業年限が２年以上の専門課程が対象です。

　伊江村人材育成会では、平成28年４月に高等学校・専修学校・短期大学・大学へ進学を予定している
生徒・学生の保護者で、入学納入金等の調達が困難な方を対象に、審査の上、入学準備金を無利息で貸
与いたします。推薦入学等で希望校が決まり次第、申請できますのでお早めに申請してください。

期間：平成27年9月1日～平成28年3月31日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

●貸与金の償還方法

●その他

●申請に必要な書類（各１通）

貸与決定通知後に借用証書、保証人の印鑑登録証明

書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

入学する学校の修業期間内（卒業するまで）に

分割払いとする。

 区　　分 貸　与　額

 高等学校生 月額　４万円以内

 専修学校・短期大学生 月額　５万円以内

 大学・大学院生 月額　６万円以内

①

②

③

④

⑤　

⑥

奨学金貸与申請書

学業成績証明書

学校長の推薦書

戸籍謄本

世帯全員の所得証明書
及び資産証明書

直接教育委員会にて受け取って
ください

在学校・出身校の様式

役場 住民課・戸籍係

役場 住民課・税務係

在学校・出身校の様式
※既卒者は省略可

合格通知書の写し
又は在学証明書

 区　　分 貸　与　額

 高等学校 ３０万円以内

 専修学校・短期大学 ４０万円以内

 大　　学 ５０万円以内

①

②

③

④

入学準備金貸与申請書

家庭状況調書

戸籍謄本

※無収入の場合も提出してください。
※学生は提出不要

世帯全員の所得証明書

直接教育委員会にて受け取って
ください

直接教育委員会にて受け取って
ください

役場　住民課・住民係

役場　住民課・税務係

※無収入、無資産の場合も提出して
　　ください。
※学生は提出不要

入学準備金貸与者の募集について

平成２8年度奨学金貸与生の募集について平成２8年度奨学金貸与生の募集について

入学準備金貸与者の募集について

平成２8年度奨学金貸与生の募集について

入学準備金貸与者の募集について
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廃車手続きはお済みですか？廃車手続きはお済みですか？
　心当たりがない、以前廃車にしたはずの軽自動車等の「納税通知書」がお手元に届いていた場合は、わから
ないからと放っておくと翌年度も税金が課されます。早めにご連絡ください。

平成28年より、軽自動車税が一部上がります。
放っておいて課税されるともったいないですよ

廃車手続きには２つの方法があります

詳細は
いーはっちゃー
平成27年
6月号にて掲載

もう乗れないから…
　　　スクラップ！ また乗るかも…

永久
抹消登録

一時
抹消登録

●必要なもの
　印鑑・車検証・
　ナンバープレート
●費用
　4,000円～
　※状況により変わります

沖縄ナンバーのバイク
（251cc以上）も適用

伊江村ナンバーは
役場で廃車できます

費用なし
村内の
自動車整備工場へ
依頼できます

伊江村
あ　　□□□

車両名義の登録確認等も
こちらへお気軽にどうぞ！ 伊江村役場 住民課 税務係　電話：49-2316

　本村では身体又は精神障がいを有する方や、介護する方が所有
する軽自動車等のうち村長が必要と認める車両の１台に限り、軽
自動車税を減免することができます。また、その構造が専ら身体
障がい者等の利用に供するためのものである車両も減免の対象に
なります。
　右記の必要書類をご持参の上、役場１階住民課・税務係窓口に
て申請ください。
　また、現在、減免を受けている方で、車両を買い替えたり、名
義変更をした、減免を受ける必要が無くなった場合は、お早めに
窓口にて申告ください。
　申請は、平成28年４月25日（月）までに！

伊江村に居住する
障がい者に対する
軽自動車税の減免申請

お問合せ：伊江村役場　住民課　税務係　電話：49－2316

現在、普通自動車税の減免を受けている方は
重複して軽自動車税の減免は申請できません。＊注意＊

① 車検証
② 所持する障害者手帳
 　（身体・療育・精神）
③ 運転免許証
④ 印　鑑
⑤ 生計同一証明書

申請に必要なもの

⑤について本人以外の方が
申請する際に確認させてい
ただきます
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石油製品輸送等補助事業

伊江島は1Ｌ当たり3.4円の補助となっています。

（平成25年度は3.36円/Lを補助）

伊江島は1Ｌ当たり3.4円の補助となっています。

（平成25年度は3.36円/Lを補助）

補助対象油種
揮発油（ガソリン）

灯　油
軽　油
A重油

　沖縄県では、復帰特別措置による揮発油税等の軽減措置により、本土に比べ、揮発油が（7円／Ｌ）
軽減されていることを前提として、石油価格調整税（法定外普通税）を課税（1.5円／Ｌ）し、その
税収を実質的な財源として石油製品輸送等補助事業を実施しています。

沖縄県企画部地域・離島課　TEL：098-866-2370

沖縄県では、離島の石油製品価格を低減するため本島・離島間の
輸送経費等をほぼ全額補助しています。

【平成26年度実績 伊江島】

①輸送数量：
　　3,679,000㍑
②補助額：
　　12,593,354円

福祉車両改造費用補助金制度について
　伊江村では、平成25年度より高齢者や体に障害のある方を
介護する家族の負担軽減や、外出等を支援する目的で福祉車
両の改造費用補助金を給付します。お気軽に役場住民課まで
お問い合わせください。

伊江島は1Ｌ当たり3.4円の補助となっています。

（平成25年度は3.36円/Lを補助）

伊江島は1Ｌ当たり3.4円の補助となっています。

（平成25年度は3.36円/Lを補助）

平成26年度の平成26年度の平成26年度の平成26年度の

対象となる方

伊江村内に居住し、自力で移動することが困難な状態の方で、下記の①または②に
該当する方。
①下肢または体幹機能障害３級以上の方
②介護保険法において要介護３以上に認定された方

申請できる方

伊江村内に１年以上居住し、対象となる方を介護する三親等以内の親族で下記の全
てに該当する方。
①改造にかかる費用を支払い、車検証の所有者または使用者に名前が載るもの。
②村税に滞納のない世帯の方。

補　 助　 額 改造費相当額に３分の２を乗じて得た額とし、50万円を上限とする。
お問い合わせ先：　役場　住民課　介護保険係　☎ 49－2002
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取り戻そう！！元気な伊江っ子！！虫歯ゼロ！！取り戻そう！！元気な伊江っ子！！虫歯ゼロ！！取り戻そう！！元気な伊江っ子！！虫歯ゼロ！！
必要なのは！？　そう！！お父さん、お母さんの愛情（仕上げ磨き）なのです。

　平成19年より村の歯科保健事業としてフッ化物によるフッ素洗口事業がスタートして今年で9年目を迎えま
した。開始以前は県内ワースト１を記録するなど県内でも1、2を争う虫歯有病率でしたが、フッ素洗口を開始
してから年々減少傾向をたどり、平成23年度には沖縄県全体の保育所虫歯有病率33.6％に対し伊江村の有病
率は18.1％と著しく改善がみられ、県内外でも注目される村となりました。
　しかし、平成24年頃より有病率の増加傾向がみられ平成26年度の有病率は34.７％と県平均30%を上回ると
いう最悪の結果となり、今、伊江っ子のお口の中の状態は危機的な状況に直面しています。今回の検診でも保
育所、幼稚園、小中学校において同じような傾向がみられました。
　一つの大きな原因として挙げられるのは家庭内でのブラッシング
不足が考えられます。私が伊江島に赴任して一年、歯科健診で口の
中を診てみると朝歯磨きをしてこない児童は約半数みられ大変驚き
ました。やっているかもしれないのですが、実際は全くできていな
い状況です。これではフッ素の効果も激減します。フッ素をしてる
から大丈夫じゃないの？学校で歯磨きしてるみたいだから大丈夫で
しょ？といったことをよく耳にしますがそれは大きな間違いです！！
　お父さん、お母さんの仕上げ磨きが一番の虫歯予防になるのです。
　日頃、歯磨きを子供まかせにしていないですか？
　成長とともに歯の本数、歯並び、子供達のお口の中は日々変化し、
歯磨きの仕方も変わってきます。だから乳歯から永久歯への交換時
期である小学校４、５年生までは親の仕上げ磨きが必要になってく
るのです。
　毎日、仕事に子育て、人づきあいと大変だとは思いますが１日の中
で４、５分でいいのです。子供たちの歯磨きを一緒にみてあげてくだ
さい！
　子供が病気（風邪）になるのを黙って見ている親はいませんよね。
風邪は治っても虫歯は治ることはありません。虫歯予防の歯磨きも
同じことです。
　最後になりますが自分の子の歯が何本あるか知ってますか？
　歯並びが気になったことはありませんか？
　一度、子供達のお口の中をよーく覗いてみてください。
　そこからが虫歯ゼロへのスタートです。
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平成27年度 伊江村の住民健診結果

住民健診受診者年齢構成割合
20代
1％

75歳以上
34％

30代
6％

受診者数
1,174人

40代
7％

60代
26％

70～74歳
10％

50代
16％

<住民健診の結果について>
今回は、内臓脂肪のある人とない人で、どの程度健診結果に影響がある
のかをみてみました。
内臓脂肪ありと判定された人は、全体の52％になります。

住民健診の結果、生活の改善が必要もしくは医療が必要と判断された割合
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■内蔵脂肪あり
■内蔵脂肪なし

<内臓脂肪ありの判定基準について>
腹囲が男性85㎝以上、女性90㎝以上の者
上記の対象者は、腹部ＣＴ検査の内臓脂肪面積が
100㎠以上に相当すると言われています。

血糖値160以上
18.5倍

血圧180以上
4.2倍

中性脂肪300以上
3.4倍

お問い合わせ先　住民課　　☎ ４９－２００２

中性脂肪 … 動脈硬化の原因になります。
ＨＤＬコレステロール … 低いと血管の老化が早くなります。
血　圧 … 高い状態が続けば、脳卒中や心臓病、腎臓病などにかかりやすくなります。
血糖値 … 高いと糖尿病、急性膵炎、膵臓がんなどが疑われます。
ヘモグロビンA1c … 過去２～３ヶ月間の血糖の状態を知ることができます。

内臓脂肪をため込むと
こんなに健診結果に
差が出るのか。

<住民健診の受診状況について>

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 ～ 74 歳 75 歳以上 合計

対象者数 134 182 227 495 595 218 838 2,689 

受診者数 19 66 78 189 303 123 396 1,174 

受診率 14.2% 36.3% 34.4% 38.2% 50.9% 56.4% 47.3% 43.7%
対象者数はＨ27.9 月末現在で選定。国民健康保険加入者、後期高齢者、生活保護受給者が対象。
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 沖縄には古くから飲酒文化があり、飲酒文化には人と人を繋いだり、絆を深めたりという
素晴らしい面が沢山あります。反面、行き過ぎた過度の飲酒が、個々の判断能力を鈍らせたり、倫理観
までも狂わせてしまうこともあるんです。

まず、沖縄県のアルコールによる健康被害や交通事故の現状について
・肝疾患の死亡率　　　　男性　全国ワースト　１位　　女性　全国ワースト　２位
・アルコール性肝疾患の死亡率は男女とも全国より高く、男性は全国平均の約２倍
・未成年者の飲酒割合は全国と比較して高く、特に男性は全国の２倍
・沖縄県の「飲酒・酒気帯び運転による交通人身事故の占める割合」
　25年連続　全国ワースト１位（人身事故や死亡事故に占める飲酒運転の割合　全国の３～４倍）

つぎに、伊江村の「アルコール飲酒の実態調査」結果について
　伊江村では「過剰飲酒者の実態把握とリスクのある飲酒者への早期支援」を目的にH24年度～H26
年度の３年間、住民健診時にアルコール使用障害特定テスト(AUDIT)を実施しています。
＜調査結果の概要＞
・男性の飲酒率が高い（57.8%）
・毎日飲酒している男性が多い（約85%）
・50代男性の65%が「アルコール依存症疑い群」
・「アルコール依存症疑い群」では、健康診断で「肝機能・腎機能・血圧・糖代
　謝・脂質異常」の項目が「要医療」となる判定者が有意に高いという結果が出
　ています。

そして、あなたの『ドリンク』を確かめよう
　飲酒量の単位を「ドリンク」と言います。
「純アルコール10gを含むアルコール飲料」＝「1ドリンク」です。
　飲んだお酒の種類により、同じ１杯でも含まれるアルコール量は違います。
例えば　ビール　     （500ml・５%)の中に含まれる「純アルコール量は???」

最後に、飲酒のリスクとガイドラインについて

０単位（ゼロリスク）　飲んではいけない人

　　　　運転する人・20歳未満・妊婦、授乳中・服薬中

１単位（低リスク）　　飲むならこの範囲で!!

　　　　女性は半分に(１単位以上でハイリスク)

２単位（ハイリスク）　日々飲むと生活習慣病のリスクが上昇

３単位（超ハイリスク）翌日にアルコールが残り飲酒運転に!!

　　　　酔っぱらって事件・事故につながるリスクや

　　　　日々飲めばアルコール依存症のリスクも

× × ＝

× × ＝

ビール
の量

500ml 0.05 0.8 20g

アル
コール
度数

アル
コール
比重

純アル
コール
量

週に２日は

ビール500mlは、純アルコール20g
純アルコール10gは「1ドリンク」なので…
『２ドリンク』＝１単位

アルコールの１単位

日本酒　180ml
/15%

ウィスキー
ダブル１杯/40%

焼酎・泡盛
100ml/25%

缶チューハイ
350ml/7%

ワイン
200ml/12%

※アルコール１単位の分解にかかる時間は、男性４時間、女性５時間が目安です。
※睡眠中は遅くなり、性別・年齢・体重・体質、体調によっても分解時間は変わります。
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●保育所入所申込の流れ（保育所等での保育を利用希望の場合）

①
〈保育の必要性〉の
認定申請及び〈保育
所入所申込〉を申請

②
認定証の交付
（2号認定・3号認定）

③
申告者の希望、保育所
等の状況などにより
調整後、入所決定

平
成
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年
度

〈
保
育
所
入
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の
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始
し
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す
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１
日
（
月
）
か
ら
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金
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※
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申
込
受
付
期
間

【お問い合わせ】
　　　福祉課 ☎49-3160

労働安全衛生法に基づく平成28年2月講習会のご案内

消防設備士試験消防設備士試験消防設備士試験
試　験　日：平成28年３月６日（日）
試験の種類：甲種（特類、第１類～第５類）
　　　　　　乙種（第１類～第７類）
試 験 会 場：琉球大学、八重山農林高等学校
願書受付期間：平成28年１月29日（金）から
　　　　　　　　　　　２月５日（金）まで
願書配布先：各消防本部予防課
　　　　　　沖縄県宮古事務所総務課
　　　　　　沖縄県八重山事務所総務課
　　　　　　（一財）消防試験研究センター

※電子申請できます。
　　　詳しくはホームページをご覧下さい！！
ホームページ：http://www.shoubo-shiken.or.jp

（一財）消防試験研究センター沖縄県支部
〒900-0029　那覇市旭町116-37　自治会館６階
ＴＥＬ：０９８－９４１－５２０１

【願書提出先・お問合せ先】

講　習　会　名 受　講　料 定員 日　　　時 会　　　場 備　　　考

小型移動式クレーン
運転技能講習

免除無し
￥27,565（テキスト代込）
一科目免除有り
￥25,405（テキスト代込）

二科目免除有り
￥23,245（テキスト代込）

40名

学科
2/2（火）
　9:00～17:00
2/3（水）
　9:00～17:00

実技
4（木）5（金）
　9:00～18:00

学科
北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

実技
ネオパークオキナワ
（名護市字名護4607-41）

吊り上げ荷重1t以上5t未満
の小型移動式クレーンの運
転業務（道路上の走行を除
く）
※実技は4日（木）5日（金）
どちらか一日（申込順で組
み分けをします）
受講料免除等、詳細は北部支
部へお問い合わせください。

※申込は先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせて頂きます。
※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承下さい。
※講習規定により遅刻、早退、欠席者は失格となりますのでご注意下さい。
※顔写真２枚（縦 3cm×横 2.4cmポラロイド、デジタルカメラ撮影不可）
　必要となりますので申し込み時に提出して下さい。
※お支払い頂いた受講料は、払戻しは出来ませんのでご了承下さい。

　　　　　　　※受講申込随時受付中※
ホームページからもご覧になれます。検索は『沖縄県労働基準協会』で！

お問い合わせ先
　（一社）沖縄県労働基準協会　北部支部
　　　　名護市宇茂佐の森5-2-7（北部会館4階）
　　　　TEL　0980－54－4700
　　　　FAX　0980－52－7004

（9） 伊江島広報



小学生ハイビスカス駅伝大会
平成27年12月13日（日）沖縄市陸上競技場

伊江島ハイビスカス園

沖縄 伊江島沖縄 伊江島沖縄 伊江島 620162016201

会場

イ ～ ジ マ

伊江村産業まつり同時開催!!ハイビスカスまつり
健康福祉まつり

20162016２/7２/7日 10:00～10:00～

チューパンジャとは

元気･働き者
という意味！！

第３回クロスカントリー駅伝大会
２月６日（土） 9:00～

★1・2年生の部（400M×5名）　5チーム参加中（伊江スポ2チーム）Aチーム２位・Bチーム５位
Aチーム 選手名 学年 記録
１　区 儀　間　敦　皇 １　年 1′23
２　区 大　城　瑛　夏 ２　年 1′23
３　区 儀　間　美乃里 ２　年 1′24
４　区 志良堂　倫太郎 ２　年 1′26
５　区 照　屋　希　天 ２　年 1′25
Bチーム 選手名 学年 記録
１　区 照　屋　一　輝 １　年 1′38
２　区 与那城　琉　衣 ２　年 1′29
３　区 八　前　　　柊 １　年 1′37
４　区 松　川　夕　奈 １　年 1′42
５　区 長　嶺　璃　衣 １　年 1′54

★3・4年生の部（600M×5名）　11チーム参加中（伊江スポ2チーム）Aチーム５位・Bチーム10位
Aチーム 選手名 学年 記録
１　区 本　山　昊　樹 ４　年 2′16
２　区 大　城　琵　那 ３　年 2′20
３　区 島　袋　愛琉好 ４　年 2′22
４　区 大　城　乃　笑 ４　年 2′25
５　区 八　前　　　華 ３　年 2′27
Bチーム 選手名 学年 記録
１　区 志良堂　桜　介 ４　年 2′24
２　区 大　城　りいあ ４　年 2′29
３　区 宮　城　梨里香 ４　年 2′34
４　区 与那城　しちり ４　年 2′46
５　区 石　川　美　葉 ４　年 3′06

★5・6年生の部（1500M×5名）　12チーム参加中（伊江スポ２チーム）Aチーム５位・Bチーム９位
Aチーム 選手名 学年 記録 Bチーム 選手名 学年 記録
１　区 与那城　琉　斗 ６　年 5′41 １　区 中　真　来　輔 ５　年 6′13
２　区 大　城　凪　海 ６　年 5′56 ２　区 橋　口　　　翔 ５　年 5′57
３　区 志良堂　清　賀 ６　年 5′42 ３　区 内　間　　　藍 ６　年 6′39
４　区 大　城　緋　乃 ６　年 6′13 ４　区 宮　城　菜々美 ５　年 6′49
５　区 大　城　か　の ５　年 6′21 ５　区 上　間　直　葉 ６　年 6′26

タイムトライアル 照　屋　　　葵 ６　年 6′56

左上から（本山昊樹・志良堂桜介・与那城しちり・大城りいあ・宮城梨里香
　　　　　島袋愛琉好・石川美葉・大城乃笑・大城琵那・八前華）
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　第４回ハイビスカスカップ小中学生ゴルフ伊江島大会が12月
20日、伊江島カントリークラブ（パー58）で開催され、北海道
から９人、村外57人、伊江村２人の計68人が出場しました。
　例年強い北風が吹き付ける寒い大会で、前身の大会を合わせた
過去10年でも異例の快晴となり、半袖姿の選手も目立ちました。
　中学生女子で佐渡山理莉さん（久志中３年）が４アンダーの
スコア54で回り、大会新記録で２連覇を果たしました。中学生
男子は豊里裕士さん（恩納中２年）が１オーバーの59で初優勝
を果たしました。
　上位の結果は次の通りです。

　村三役、村議会議員らを招いて給食を共にする「ふれあい給食」が12月
17日、伊江小学校で開かれました。

　議員らは新校舎の内部を見学し、各学年に３人ずつ招かれ、２年
生のクラスには内田竹保副議長と島袋勉議員が招かれました。全員で
「クヮッチシャービラ（いただきます）「クヮッチシャービタン（ごち
そうさまでした）」とイージマグチ（伊江島方言）で号令をかけ、献立に
はナポリタンやソテーなどが並びました。両議員は児童らと会話を楽し
みながら楽しいひとときを過ごしていました。

北海道から参加した小中学生ら

小学生も頑張ってプレーしました

初優勝を飾った豊里裕士さん大会記録を樹立した
佐渡山理莉さん

小中学生ゴルフ伊江島大会

ふれあい給食ふれあい給食

魚料理教室　漁食普及事業の一環
で、伊江漁協（八前隆
一組合長）は12月15日、伊江中３年生53人を対象に「魚料
理教室」を開きました。
　高校進学のため親元を離れて暮らす子どもたちに自炊力
を身につけ、魚料理に親しみを覚えてほしいと、組合員や
女性部員ら８人が魚のさばき方などを指導しました。
　用意された魚は伊江島産のミーバイとタマンで、うろこ
を取り、内臓を取り除いてぶつ切りにし、煮付けと魚汁に
調理しました。高校生活でも、魚料理にチャレンジしてほ
しいですね。

魚料理教室

中学生男子 小学校高学年男子

氏　名 スコア 氏　名 スコア

１位 豊里　裕士 59 １位 仲宗根祥仁 61

２位 古波津　陽 60 ２位 山本　詠太 64

３位 渡久地大雅 60 ３位 米須　清幸 67

中学生女子 小学校高学年女子

１位 佐渡山理莉 54 １位 森口稔楠帆 62

２位 島袋　ひの 61 ２位 賀数　心南 63

３位 田川日々海 62 ３位 高里由貴子 66

小学校低学年

１位 前里　奈々 68

２位 浦崎　涼 70

３位 上原　帆夏 70

（11） 伊江島広報



　新春の恒例行事となった阿良区と西崎区の元旦マラソン
が開催され、多くの参加者が汗を流しました。
　第12回阿良区元旦マラソン大会は、１キロと2.2キロの
コースに76人が参加し、マラソン終了後には餅つきなどを
して参加者に振る舞われました。
　第36回西崎区元旦マラソン大会は、2.3キロと４キロの
コースに90人が参加しました。終了後にはお楽しみ抽選会
で盛り上がりを見せました。

元旦マラソン大会

　伊江島物産センター（新城良和社長）は元日、港売店前で
「新年初め式」を行いました。村三役をはじめ船長、物産セ
ンターの職員らが出席し、新城社長は「昨年も多くの来客で
賑わいを見せたが、今年も更なる来客を祈願し、お客様の満
足度向上と商売繁盛できるよう、社員一同頑張ります」と述
べました。
　店の前ではラム酒も振る舞われ、フェリーに乗船する客ら
が試飲を楽しんでいました。

伊江島物産センター新年初め式伊江島物産センター新年初め式

　平成28年伊江村新年交歓会（主催・伊江村、JA伊江支
店、伊江漁協）が１月４日、改善センターホールで開催さ
れました。村内外の団体長をはじめ、郷友会関係者ら約
170人が出席しました。
　島袋村長は「県内外から伊江村が注目されている。皆さ
んの活躍が島の発展につながるので、今後ともご支援をい
ただきたい」とあいさつしました。
　関係者による鏡開きも行われ、会場は新春の賑やかな雰
囲気に包まれました。

　伊江村消防団（島袋操団長）の出初式が１月６日、改善
センターホールで行われました。西崎分団長などを歴任した
知念雅明さんが17年、西江上分団の内間渚さんが22年、
東江上分団の新垣清さんが９年にわたって消防団の任務と
責務を全うして退団しました。新たに大城智也さん、崎浜
秀智さん、儀間幸太さんの３人が入団しました。昨年は８
件の原野火災と47件の救急活動があり、幸い大きな事件・
事故がなく、村民が安心・安全に過ごせました。

新年交歓会

消防団出初式消防団出初式

西崎区の様子

阿良区の様子
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　国の特別天然記念物に指定されるコウノトリの１羽が12月23日、湧出展
望台付近で確認されました。平成16年の飛来記録以来、11年ぶりに羽を休
めにやってきました。22日の夕方ごろから目撃情報が寄せられ、23日も湧
出付近の畑にいるとの情報があり、休んでいる姿をカメラに収めました。
　沖縄野鳥の会によると、兵庫県富岡市の人工巣で昨年４月に自然繁殖し
て、６月に放鳥された個体であることが分かり、また来年も冬を越すた
め、暖かい沖縄・伊江島に幸せを運んできてほしいですね。

コウノトリが飛来コウノトリが飛来

人権擁護委員人権擁護委員人権擁護委員

不法電波から暮らしを守れ!不法電波から暮らしを守れ!

イネヨトウの交信かく乱法による新植夏植え防除イネヨトウの交信かく乱法による新植夏植え防除

STOP THE 不法電波!
■ 無線機器の利用には「技適マーク」　の確認を!
■ 電波の利用には、原則、免許が必要!
■ 外国規格の無線機器は、国内では使用不可!

2月中旬頃予定（日程については防災無線でお知らせします）
製糖工場
午前8時
伊江村全域（新植夏植え）
さとうきび生産農家・伊江村・JA

JA伊江支店黒糖工場49-2010    伊江村役場農林水産課 49-3161

不法無線局未然防止強化期間
総務省沖縄総合通信事務所監視調査課 ℡:098(865)2308

http://www.soumu.go.jp/soutsu/okinawa/

　村の人権擁護委員として人権相談や普及啓発活動にご尽力いただ
いた東江好機さん（阿良区）、玉城静子さん（西江前区）が１月１
日で任期満了を迎え、２期６年間にわたる活動に法務大臣から感謝
状が贈られました。
　また、新任の内間慶弘さん（東江前区）、知念レイ子さん（東江上
区）に、法務局名護支局長から委嘱状が伝達されました。
　村の人権擁護委員は、玉城美知代さん（西崎区）を含め３人で、毎
月第４水曜日の人権相談や地域の皆さんに人権について関心をもっ
てもらえるよう、普及・啓発活動を行っています。

12 292

集合場所
集合時間
防除場所
作  業  者
皆さんのさとうきびを守る為に作業を行います。
ご協力の方よろしくお願いします。
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編
集
後
記

満１歳

新川 大晴（たいせい）くん
性別：男
生年月日：平成27年1月7日生
父：新川 大次郎
母：新川 麗花
行政区：川平
お姉ちゃんに負けじと
う～まく～な大晴☆
たくさん食べて大きくなぁれ♡

友寄 藍心（あこ）ちゃん

性別：女
生年月日：平成27年1月27日生
父：友寄 翔太
母：友寄 やよい
行政区：西江上
音楽聴くと小刻みに揺れてる♪
あーこ(笑)これからもすくすく
元気に成長してね。

宮城 怜奈（れな）ちゃん
性別：女
生年月日：平成27年1月29日生
父：宮城 雄三
母：宮城 理絵子
行政区：川平
いつもニコニコかわいい
怜奈ちゃん♡
元気で優しい女の子にな～れ☆

　
あ
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ま
し
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で
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う
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す
。
皆
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ん
は
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な
初
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私
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大
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ら
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朝
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の
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材
に
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わ
れ
、

初
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ど
こ
ろ
か
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不
足
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し
た
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汗
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昨
年
は
「
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康
」
に
関
す
る
様
々
な

取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
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診
の
結
果
や
ア
ル
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ル
飲
酒
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態

調
査
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果
を
見
る
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改
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健
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一
」と
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た
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柳
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「
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帯
」

と
な
ら
な
い
よ
う
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一
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け
、
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ろ
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私
生
活
や
食
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活
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見
直
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適
度
な
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し
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今
年
も
見
や
す
い
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読
み
や
す
い
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報
誌
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
愛

読
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Y
・
K
）

　４月９日（土）開催の第24回伊江島一周マラソン大会の申し込み受付が１月７日から２月10日までと
なっております。村内での申し込み用紙受け取りは各区公民館、公共機関、観光協会となっております。
尚、申込期限を過ぎますと一切受け付けませんのでご理解をお願いします。
　申し込みは、伊江島一周マラソン大会事務局（役場商工観光課）でお願いします。

　渡久地選手は那覇市出身で名桜大学を卒業後、同実業
団チームに入社。今年は創部３年目でクイーンズ駅伝in
宮城、第35回全国実業団女子駅伝大会に出場。伸び盛り
のチームではエース級として活躍している。
　自己ベスト 3000ｍ 9分14秒62
 5000ｍ 15分36秒04
 10000ｍ 33分02秒
 ハーフ 1時間13分02

第24回伊江島一周マラソン大会

申し込みはお早めに！！
第24回伊江島一周マラソン大会

申し込みはお早めに！！

ゲストランナー決定！

☆☆渡久地 利佳 選手☆☆
（ルートインホテル所属）


